
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 22 （回答者数）
11

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動が固定化しないように子ども達からも取り組みたい

活動を募って、日々の活動に反映しています

子ども達からも畑を活用して取り組みたい内容を募っていき

ます

2

活動内容を組み合わせながら自立を促し、子ども達自身が活

動の幅を広げられるよう支援していきます

3

法人内に限らず様々な公共の場に出向き、活動の幅をさらに

広げていきます（公共の場でのルールを学ぶ）

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

近隣で主催している子ども参加のイベントに出向くなど

今後検討していきます

2

他事業所での取り組み内容も参考にしながら内容検討してい

きます。まずは事業所のみでの親子行事を開催するなど出来

ることから企画、実施していきたいです

3

法人本部と連携を図り対応を検討していきます

自然に囲まれていて緑が多く、歩いて行かれる公園も多数あり

ます

広い庭もあり、戸外遊びも充実しています

畑も作り農耕体験もしています

学校休業日には近隣の公園に行って体を動かし遊んでいます

高学年が多い日は歩行を取り入れて活動しています

夏は庭に大きなプールを出して活動しています

畑を利用して季節の野菜やを育て収穫し、調理実習で使うなど

食育に繋げています

室内は4室あり生活空間が分かりやすく構造化されていて、子

ども達も移行しやすい配置となっています

活動室には写真やカードを掲示し、子ども達が活動内容を確認

しながら見通しを持って取り組めるようにしています

集団活動や個別活動で部屋の用途を分けています。子ども自身

が自ら選んで使用できるようにしています。

同法人内の事業所と連携し様々な活動を提供しています 法人内で運営しているカフェがあり、

そこを利用し外食体験や買い物体験をしています

女性スタッフのみなので、中高生の男子生徒への同性介助に少

し難しさを感じます

募集はしているものの男性スタッフの応募はなかなか

来ません

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の方々との交流や障がいのない子ども達と接する機会が少

ないです

学校休業日には近隣を散策したり公園で遊んだり、社会に触れ

る機会は設けてはいるが、安全面を考慮すると子ども達同士で

自由に交流とまでは難しいと感じます

保護者同士の交流の場がなかなか提供できていません ステーション合同での親子参加行事は開催しているものの、保

護者が充実した交流の場となっているかは疑問です

令和8年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもステーション菊間　(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間
令和8年2月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


